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私たちの夢は未来に叶うだろうか？
きっと叶うよ！

昭和から平成へとなりちょうど30年、そして新しい時代へ！
その大きな変革の年にふさわしいメッセージではないでしょうか。
塩地区の柿崎正敏さんが自作した車庫から…村民の皆さんに！



12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
が
６
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、30

年
度
補
正
予
算
7
議
案
を
含
め
、11
議
案
を
審
議・可
決
。

一
般
質
問
で
は
6
人
が
村
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

平成30年度補正予算
補正額 総　　額 主な補正内容

① 一 般 会 計 4100万円 42億7320万円 ふるさと納税、災害関連
② 国 保 会 計 1270万円 4億9600万円 基金の積み立て等
③ 簡 易 水 道 14万円 2億  666万円 管理費、水道布設費の増減
④ 下 水 道 128万円 1億8380万円 工事費の増
⑤ 診 療 所 ▼116万円 2億2680万円 委託料、工事費の減
⑥ 介 護 保 険 2450万円 4億7690万円 サービス給付費の増
⑦ 浄 化 槽 17万円 2810万円 管理委託料の増

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

議
　
長
　

鈴
木
　
君
德

副
議
長
　

佐
藤
　
　
勝

議
　
員
　

中
島
　
幸
夫

　
〃
　
　

長
南
　
正
一

　
〃
　
　

八
鍬
　
信
一

　
〃
　
　

矢
口
　
　
智

　
〃
　
　

海
藤
　
邦
夫

　
〃
　
　

加
藤
　
忠
己

　
〃
　
　

早
坂
　
民
奈

　
〃
　
　

佐
藤
　
雅
之

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
本
村
議
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
日
頃
よ
り
格
別
な
御
支
援

と
御
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
冬
期
は
大
雪
に
み
ま
わ
れ
、

夏
は
高
温
・
干
ば
つ
、
そ
し
て
八
月
に
入
っ
て
二
度
に
わ
た
り

集
中
豪
雨
が
あ
り
村
全
体
が
農
地
・
農
道
・
河
川
な
ど
に
大

き
な
災
害
が
発
生
し
被
害
は
甚
大
で
、
議
会
で
も
一
日
も
早
い

復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
某
幹
産
業
の
稲
作
は
平
年
並
み
以
下
で
し
た
が
、
園
芸

作
物
に
つ
き
ま
し
て
は
高
値
で
取
引
さ
れ
た
こ
と
が
唯
一
救
い

で
あ
り
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
農
業
産
業
復
興
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
抑
制
に
一
層
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
よ
り
、
議
会
改
革
と
し
て
議
会
報
告
会
を
始
め
ま
し

て
議
員
二
班
に
分
け
て
住
民
と
対
話
を
重
点
に
お
い
て
各
地
区

を
廻
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
頂
戴
し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
検

討
し
村
政
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
会
一
丸
と
な

っ
て
努
力
し
て
参
る
所
在
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
今
年
度
は
千
支
「
亥
の
年
」
で
商
売
繁
盛
に
繋
が

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
亥
の
よ
う
に
元
気
な
大
蔵
村
に
、

そ
し
て
村
全
体
が
活
気
あ
る
村
、
そ
し
て
村
民
皆
様
の
幸
多
き

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

議
会
議
長鈴

木

君

德

年頭のごあいさつ

条
例
等
の
改
正

★
大
蔵
村
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
人
事
院
勧
告
に
よ
る
期
末
手
当
の
改
正
）

★
大
蔵
村
一
般
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

 

（
人
事
院
勧
告
に
よ
る
期
末
手
当
の
改
正
）

★
大
蔵
村
税
条
例
の
一
部
改
正

（
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
）

★
肘
折
浄
水
場
膜
ろ
過
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

（
工
事
中
の
肘
折
地
区
水
道
施
設
）

30
年
度
予
算

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算
７
議
案
を
可
決

（
ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
品
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
、

農
産
物
等
災
害
対
策
事
業
補

助
）
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豪雨災害復旧前進
ふるさと納税さらに伸びる

12月
定例会

一
般
質
問

議
案
審
議
に
先
立
ち

六
名
の
議
員
が
一
般
質
問

★
佐
藤　
　

勝　

議
員 

「
災
害
復
旧
支
援
等
」� 

Ｐ
４

★
早
坂
民
奈
議
員

「
子
育
て
支
援
策
等
」��
Ｐ
５

★
長
南　

正
一　

議
員

「
豪
雨
災
害
復
旧
」��
�
Ｐ
６

★
佐
藤　

雅
之　

議
員

「
村
営
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
向
上
」

等
��
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
７

★
矢
口　
　

智　

議
員

 

「
清
水
合
海
・
ま
ち
な
か
に
夢

を
２
」��
�
�
�
�
�
Ｐ
８

★
海
藤　

邦
夫　

議
員

「
豪
雨
被
害
の
対
策
等
」　　

��
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｐ
９
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一
般
質
問

早
坂
　
民
奈 

議
員

問
１　

産
休
明
け
す
ぐ
に
職
場

復
帰
し
た
く
と
も
、
村
で
は
２

ヶ
月
か
ら
の
受
入
れ
が
出
来
な

い
。
新
庄
の
認
可
外
は
預
け
ら

れ
る
が
、
市
で
は
認
可
に
向
け

て
移
行
し
て
い
る
。
認
可
に
な

る
と
他
町
村
の
子
ど
も
は
預
け

ら
れ
な
く
な
る
。
広
域
で
対
処

で
き
な
い
か
。
又
精
神
面
で
の

支
援
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
が
あ
る
。
他
町
で
導
入
し

て
お
り
、
村
で
も
導
入
の
考
え

は
な
い
か
。

答
１　

０
歳
児
の
受
入
れ
枠
拡

大
は
有
資
格
者
の
確
保
や
財
政

負
担
の
課
題
も
あ
り
、
又
、
既

存
施
設
の
利
用
の
た
め
困
難
な

状
況
。
認
可
・
認
可
外
を
問
わ

ず
、
そ
の
施
設
の
定
員
内
で
あ

れ
ば
受
け
入
れ
可
能
と
捉
え
て

い
る
。
広
域
で
の
対
応
は
現
行

の
ま
ま
の
受
入
れ
と
す
る
。

　

保
健
師
が
母
子
手
帳
交
付
の

時
か
ら
相
談
に
乗
っ
て
お
り
、

他
町
村
と
比
較
し
て
も
常
に
寄

り
添
う
姿
勢
で
対
応
し
て
い
る
。

　

小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
環
境
を
整
え
、
応
援
を
し
て

ゆ
く
。

問
２　

認
可
保
育
所
の
受
入
れ

は
制
度
上
大
丈
夫
だ
が
、
実
際

は
難
し
い
。
認
可
外
に
預
け
た

場
合
の
補
助
を
第
１
子
か
ら
し

て
欲
し
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
は
母
親
の
精
神
面
で
の
フ

ォ
ロ
ー
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
。

又
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

遊
べ
る
児
童
公
園
の
整
備
も
必

要
で
は
な
い
か
。

答
２　

第
２
子
か
ら
と
施
設
ご

と
補
助
し
て
い
る
。
誕
生
か
ら

他
の
町
村
に
負
け
な
い
優
れ
た

支
援
を
し
て
い
る
。
良
い
事
は

取
り
入
れ
て
、
子
育
て
も
安
心

し
て
で
き
る
よ
う
施
策
を
打
ち

立
て
て
ゆ
く
。

問
１　

高
齢
者
の
方
が
た
は

「
除
雪
が
大
変
で
こ
の
ま
ま
村

に
住
み
続
け
る
の
が
無
理
」
と

の
声
が
よ
く
聞
か
れ
る
。

　

高
齢
者
向
け
の
村
営
住
宅
の

建
設
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
１　

一
人
暮
ら
し
老
人
等
の

除
雪
扶
助
や
冬
期
間
の
巡
回
事

業
を
し
、
支
援
し
て
い
る
。

　

翠
明
荘
に
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

「
翠
」
を
併
設
し
て
い
る
。
冬

期
間
の
利
用
も
可
能
で
す
の
で

相
談
し
て
ほ
し
い
。

　

将
来
的
に
は
交
流
施
設
的
な

施
設
と
連
携
し
た
集
合
住
宅
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

使
用
料
等
の
自
己
負
担
や
建
設

費
用
な
ど
財
政
的
課
題
も
あ
り
、

利
用
者
を
限
定
し
た
村
営
住
宅

の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

問
２　

子
育
て
住
宅
の
敷
地
内

に
造
成
し
て
は
。

答
２　

「
翠
」
に
空
き
が
あ
り
、

又
、
空
き
家
の
利
用
の
考
え
も

あ
る
。
公
費
を
使
っ
て
の
事
業

で
あ
り
、
重
要
性
、
必
要
性
に

対
応
し
て
行
く
。
一
人
暮
ら
し

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
行
く

責
任
感
を
感
じ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
拡
大
充
実
を

村
長  

小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
環
境
を
目
指
す

高
齢
者
向
け
住
宅
の
考
え
は

村
長  

利
用
者
を
限
定
し
た
建
設
は

考
え
て
い
な
い

問
２　

小
規
模
災
害
補
助
は
、

上
限
が
40
万
円
で
半
分
が
補
助

対
象
で
あ
り
、
上
限
を
超
え
る

分
は
自
己
負
担
と
な
る
。
補
助

事
業
は
原
状
復
帰
が
原
則
と
あ

る
が
、
小
さ
な
田
ん
ぼ
に
多
く

の
経
費
を
か
け
て
稲
作
を
継
続

す
る
よ
り
離
農
者
が
多
く
な
る

危
険
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を

見
透
か
し
た
農
政
に
も
見
え
る
。

現
場
に
あ
っ
た
制
度
へ
の
見
直

し
も
必
要
な
の
で
は
。

答
２　

原
状
復
帰
に
は
多
く
の

経
費
が
か
か
り
受
益
者
負
担
が

多
く
な
る
。
理
不
尽
な
所
や
、

制
度
の
見
直
し
等
、
国
や
県
に

要
望
す
る
の
も
長
の
役
目
で
あ

り
、
多
方
面
か
ら
要
望
す
る
。

災
害
支
援
対
策
方
針
は
？

村
長  

当
面
小
規
模
災
害
補
助
事
業

で
対
応

限
界
集
落
や
耕
作
放
棄
地
を
ど
う

す
る
？

村
長  

住
民
の
意
識
改
革
が
大
事

佐
藤
　
　
勝 

議
員

問
１　

過
去
に
経
験
し
た
事
の

な
い
災
害
が
あ
っ
た
。
復
旧
作

業
に
は
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
な
か
な
か
進
歩
し
な
い
。

特
に
農
業
関
係
の
復
旧
は
後
回

し
に
な
り
が
ち
で
、
春
の
作
付

け
に
間
に
合
わ
な
い
事
が
予
想

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
復
旧
箇
所
の
順
番
を

決
定
す
る
際
、
国
会
議
員
や
報

道
関
係
に
注
目
さ
れ
た
被
災
地

が
優
先
さ
れ
る
傾
向
に
思
え
る

が
、
被
害
の
大
小
と
は
注
目
度

に
関
わ
ら
ず
、
各
被
災
者
の
負

担
割
合
の
大
き
さ
も
考
慮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
１　

災
害
発
生
後
、
約
１
週

間
で
被
害
状
況
の
確
認
を
行
っ

た
結
果
、
8
0
0
を
超
え
る
被

災
地
が
あ
り
、
復
旧
補
助
申
請

件
数
は
2
0
4
件
で
、
す
で
に

着
工
し
て
い
る
の
を
含
め
て
約

3
0
0
箇
所
が
今
年
度
中
に
完

成
す
る
と
思
う
が
、
山
間
地
域

の
復
旧
が
遅
れ
て
い
る
。

　

農
用
地
の
復
旧
に
は
受
益
者

負
担
が
あ
る
。
村
独
自
の
補
助

制
度
を
用
い
早
い
普
及
を
目
指

す
が
、
注
目
を
集
め
た
箇
所
が

優
先
に
な
る
事
は
な
い
。

問　

高
齢
化
や
人
口
減
少
で
、

農
地
や
空
家
・
公
共
施
設
等
の

放
棄
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
と

関
連
し
て
、
そ
こ
に
残
っ
た
住

民
の
生
活
負
担
が
重
く
な
り
、

そ
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
集
落
を
離

れ
る
。
俗
に
こ
れ
を
「
限
界
集

落
」
と
言
う
。

　

多
種
多
様
に
対
策
を
講
じ
て

来
た
が
効
果
は
な
く
、
む
し
ろ

加
速
し
て
い
る
の
が
現
状
。

　

こ
の
事
は
、
金
や
机
の
上
で

解
決
出
来
る
事
で
は
な
く
、
非

常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

だ
か
ら
こ
そ
行
政
は
目
を
背
け

た
り
蓋
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
思
い
切
っ
た
政
策
転
換

も
必
要
と
思
う
が
、
村
長
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

答　

「
限
界
集
落
」
と
は
、
人

口
の
半
分
が
65
歳
を
超
え
て
い

る
の
が
定
義
と
な
っ
て
い
る
。

　

耕
作
放
棄
に
よ
り
、
水
田
や

山
林
の
持
つ
保
水
機
能
の
劣
化

な
ど
で
、
土
砂
災
害
の
要
因
に

も
な
る
。

　

こ
の
問
題
は
非
常
に
根
深
い

も
の
が
あ
り
、
村
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
の
理
解
と
意
識
の
変

化
が
大
切
。

　

ま
た
、
要
望
が
あ
り
可
能
で

あ
れ
ば
、
集
団
移
転
も
前
向
き

に
考
え
る
。

災害復旧

空家に続く生活道路
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内
訳
は
、
小
規
模
農
地
等
災
害

緊
急
復
旧
事
業
で
申
請
件
数
１

９
５
件
、
事
業
費
５
千
６
百
59

万
円
。
う
ち
完
了
件
数
は
69
件
、

35
．
４
％
、
完
了
事
業
費
は
１

千
８
百
18
万
円
で
そ
の
補
助
金

額
は
１
千
３
百
17
万
円
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
完
了
確
認

済
み
の
所
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
11
月
中
に
支
払
を
終
え
て
い

る
。

　

現
在
工
事
中
の
約
80
件
は
、

完
了
を
確
認
次
第
年
内
中
に
支

払
う
。
残
る
50
件
は
、
山
間
地

域
で
秋
の
長
雨
に
よ
っ
て
圃
場

が
ぬ
か
る
み
重
機
の
乗
り
入
れ

が
で
き
な
い
こ
と
や
今
後
の
融

雪
に
よ
る
崩
落
も
懸
念
さ
れ
る
。

当
事
者
か
ら
は
雪
解
け
後
の
着

工
希
望
も
あ
り
、
県
と
協
議
を

し
て
い
る
。

　

公
共
土
木
施
設
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
無

い
大
雨
が
長
期
間
に
わ
た
っ
た

こ
と
に
よ
り
被
害
を
拡
大
し
た

と
思
わ
れ
る
。
土
砂
の
道
路
上

へ
の
流
出
は
、
そ
の
都
度
土
砂

の
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

来
春
の
融
雪
時
に
再
度
道
路
等

に
土
砂
が
流
出
す
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
、
対
応
が
必
要
。

　

国
道
、
県
道
、
県
の
管
理
河

川
も
発
災
後
３
年
以
内
に
復
旧

工
事
を
完
成
す
る
と
聞
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
大
き
な
災
害
を
復
旧

す
る
た
め
に
は
、
膨
大
な
労
力

と
予
算
が
必
要
だ
が
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
は
、

国
庫
負
担
な
ど
で
県
や
村
の
財

政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
た
だ
、

国
か
ら
の
支
援
に
は
、
様
々
な

手
順
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
災
害
に
つ
い
て
は
、

村
の
財
政
負
担
が
更
に
軽
減
さ

れ
る
よ
う
激
甚
災
害
の
指
定
を

強
く
要
望
し
て
ゆ
く
。
一
日
も

早
く
災
害
復
旧
工
事
が
完
成
で

き
る
よ
う
に
努
め
、
関
係
機
関

へ
も
要
望
す
る
。

ヶ
村
地
区
に
つ
い
て
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
混
乗
便
と
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
の
循

環
バ
ス
を
地
区
内
で
運
行

し
て
お
り
、
診
療
所
等
へ
向

か
う
に
は
、「
肘
折
温
泉
ー

新
庄
線
」
に
乗
り
継
い
で
い

る
。「
乗
り
継
ぎ
な
し
の
利

用
」
と
な
る
と
村
内
全
域
を

同
じ
料
金
体
系
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
条
件

が
ク
リ
ア
で
き
な
く
な
る

恐
れ
も
あ
る
。

　
　

「
肘
折
温
泉
ー
新
庄
線
」

は
生
活
路
線
で
あ
り
な
が

ら
観
光
客
の
移
動
手
段
で

も
あ
り
、
多
様
な
要
望
が
あ

っ
て
大
変
難
し
い
問
題
。
優

先
順
位
や
経
費
な
ど
を
考

慮
し
て
、
時
間
を
か
け
て
検

討
・
見
直
し
を
図
り
た
い
。

②　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
整
備

は
、
設
備
の
導
入
効
果
や
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
る
。
観
光
案
内
や
情

報
発
信
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
で
行
い
た
い
。

　
　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、

住
民
の
移
動
手
段
の
確
保

は
喫
緊
の
課
題
。
交
通
事
情

や
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
検
討
す
る
。

豪
雨
災
害
の
復
旧
度
合
い
と

今
後
の
目
途
は

村
長  

激
甚
災
害
の
指
定
も
国
に
要

望
し
、早
期
の
復
旧
を
め
ざ
す

村
営
バ
ス（
肘
折
温
泉
―
新
庄
線
）

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

村
長  

交
通
事
情
や
地
域
特
性
を
踏 

　
　

ま
え
総
合
的
に
検
討

補
助
金
活
用
で
電
気
自
動
車

充
電
設
備
の
整
備
を

村
長  

電
気
自
動
車
の
普
及
を
注
視

し
、検
討

豪雨による農地被害

佐
藤
　
雅
之 

議
員

長
南
　
正
一 

議
員

問　

8
月
の
2
度
に
わ
た
る
集

中
豪
雨
で
自
然
の
破
壊
力
と
恐

怖
を
経
験
し
た
。

　

調
査
で
は
村
内
で
大
小

8
0
0
か
所
を
超
え
る
道
路
や

河
川
、
耕
地
や
水
路
な
ど
の
被

害
が
確
認
さ
れ
た
。
村
に
よ
る

被
災
者
の
窓
口
相
談
、
中
山
間

地
の
直
接
支
払
の
活
用
、
小
規

模
災
害
復
旧
費
用
の
補
助
率
の

引
き
上
げ
な
ど
は
被
災
住
民
へ

の
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
比
較
的
規
模
の
大

き
い
災
害
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
手
付
か
ず
の
状
況
に
あ
る
。

12
月
以
降
は
降
雪
期
に
も
あ
た

り
復
旧
に
支
障
も
想
定
さ
れ
る
。

県
の
災
害
復
旧
予
算
が
決
定
さ

れ
た
中
で
、
迅
速
な
復
旧
を
県

に
求
め
る
と
と
も
に
、
基
幹
道

路
や
国
道
な
ど
、
住
民
の
関
心

が
あ
る
と
こ
ろ
は
復
旧
の
目
途

を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　

農
地
、
農
業
施
設
に
つ
い

て
は
、
農
林
水
産
物
等
災
害
対

策
事
業
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業

の
申
請
件
数
が
、
２
０
４
件
で

事
業
費
は
６
千
３
百
60
万
円
。

問　

山
形
交
通
の
バ
ス
の
廃
止

に
伴
い
、「
足
の
確
保
」
を
最

優
先
に
村
営
バ
ス
（
肘
折
温
泉

―
新
庄
線
）
を
運
行
し
て
１
年

半
以
上
が
経
過
す
る
。
観
光
目

的
や
通
院
、
通
勤
、
買
い
物
な

ど
利
用
者
間
の
「
ニ
ー
ズ
」
に

バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
が
、
既
存
の

「
足
の
確
保
」
に
加
え
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
べ
き
。
①
金
山

地
区
な
ど
も
経
由
す
る
臨
時
便

の
創
設
②
音
声
ガ
イ
ド
に
よ
る

旅
情
を
誘
う
観
光
案
内
や
「
昔

語
り
」
住
民
情
報
の
提
供
な
ど
、

村
営
バ
ス
が
、
観
光
客
も
住
民

も
楽
し
め
る
「
憩
い
の
ひ
と
時
」

を
提
供
で
き
る
空
間
に
な
ら
な

い
か
。

答　

平
成
29
年
４
月
よ
り
運
行

を
開
始
し
た
肘
折
ゆ
け
む
り
ラ

イ
ン
「
肘
折
温
泉
ー
新
庄
線
」

は
、
運
行
開
始
か
ら
１
年
半
で

利
用
者
は
４
万
人
を
越
え
た
。

今
年
度
は
昨
年
度
と
比
較
し
て
、

利
用
者
が
７
%
増
加
し
て
い
る
。

①　

運
行
路
線
の
拡
大
は
、
金

山
地
区
に
つ
い
て
は
、
ス
ク

ー
ル
バ
ス
混
乗
便
、
ま
た
四

問　

環
境
対
応
の
中
で
、
電
気

自
動
車
が
急
激
に
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
伴
い

全
国
各
地
に
電
気
自
動
車
専
用

の
充
電
設
備
の
設
置
が
広
が
っ

て
い
る
。
本
村
来
訪
者
の
交
通

手
段
に
占
め
る
自
家
用
車
の
割

合
が
高
い
。
国
の
補
助
金
も
活

用
し
て
公
共
的
な
施
設
に
も
設

置
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

最
上
地
域
の
設
置
状
況
は
、

現
在
19
ヶ
所
登
録
さ
れ
て
い
る
。

公
共
施
設
で
は
、
金
山
町
の
み
。

村
内
で
の
自
動
車
登
録
数
や
観

光
客
が
乗
り
入
れ
る
電
気
自
動

車
等
は
少
な
か
ら
ず
増
加
傾
向

に
あ
る
と
考
え
る
。

  

電
気
自
動
車
の
普
及
が
図
ら

れ
る
と
思
う
の
で
そ
の
推
移
を

注
視
し
、
設
置
場
所
に
つ
い
て

も
、
庁
舎
が
い
い
の
か
、
観
光

地
が
い
い
の
か
十
分
に
検
討
し

た
い
。
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の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
の
流
入

も
関
係
し
て
い
る
の
か
、
今

後
の
内
水
の
増
水
対
策
は
。

答　①
棚
田
は
傾
斜
地
・
急
傾
斜
地

が
多
く
畦
畔
の
法
が
長
い

た
め
、
１
ヶ
所
あ
た
り
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、

中
山
間
地
域
に
限
ら
ず
、
人

口
減
少
に
よ
る
耕
作
放
棄

地
は
あ
る
が
、
現
在
、
今
回

の
災
害
が
起
因
し
て
の
離

農
の
情
報
は
把
握
し
て
い

な
い
。

　
　

国
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
先
端
技
術
を
活
用

し
た
大
規
模
圃
場
・
大
型
機

械
化
事
業
が
先
行
し
、
中
山

間
地
域
に
対
す
る
対
応
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
日
本
の
耕
地
面
積
の

４
割
を
占
め
て
い
る
中
山

間
地
域
農
業
に
も
っ
と
目

を
向
け
た
政
策
を
、
国
や
県

に
強
く
要
望
し
て
ゆ
く
。

②　

今
回
は
農
地
、
道
路
の
冠

水
と
内
水
被
害
も
甚
大
で

あ
っ
た
。
内
水
は
河
川
の
水

位
上
昇
に
よ
り
民
地
側
に

降
っ
た
雨
が
河
川
に
排
出

で
き
な
く
な
り
、
民
地
側
の

水
位
が
上
昇
す
る
も
の
で

あ
る
。
人
家
へ
の
浸
水
や
人

的
被
害
を
な
く
す
た
め
に

も
、
自
主
防
災
組
織
に
よ
る

避
難
誘
導
活
動
や
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
地
域
住
民
の
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
る
。
又
、
作

の
巻
地
区
に
は
排
水
ピ
ッ

ト
の
設
置
を
要
望
し
、
今
後
、

清
水
・
合
海
、
白
須
賀
地
区

に
つ
い
て
も
整
備
を
要
望

し
て
ゆ
く
。

海
藤
　
邦
夫 

議
員

内水被害

問　

今
年
に
入
り
、
庁
舎
移
転

の
構
想
が
出
さ
れ
検
討
を
行
っ

て
い
る
段
階
と
聞
く
。
役
場
を

中
心
に
診
療
施
設
、
文
化
的
施

設
、
子
育
て
支
援
施
設
が
あ
り
、

新
た
に
宅
地
分
譲
も
進
め
る
ま

ち
な
か
な
の
中
心
地
域
の
将
来

の
姿
は
最
も
関
心
の
あ
る
と

こ
ろ
。「
役
場
庁
舎
を
ど
う
す

る
」
と
い
う
一
つ
の
構
想
で
な

く
、「
清
水
・
合
海
」
ま
ち
な

か
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
を
合
わ
せ

て
、
村
民
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

答　

庁
舎
移
転
後
の
歴
史
あ
る

村
の
中
心
地
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
と
の
質
問
だ
が
、
役

場
庁
舎
を
ど
う
す
る
と
言
っ
た

構
想
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
な

公
共
施
設
の
あ
り
方
、
中
心
地

域
の
将
来
像
な
ど
も
長
期
的
な

課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
役

場
庁
舎
移
転
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
清
水
合
海
地
区
の
活
性

化
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
清
水
合

海
地
区
は
、
古
く
は
最
上
川
の

舟
運
で
栄
え
た
地
域
。
そ
の
舟

運
を
統
治
す
る
た
め
、
清
水
城

が
置
か
れ
最
上
地
域
の
大
半
を

問　①
中
山
間
地
域
の
土
石
流
、
地

滑
り
等
、
土
砂
災
害
に
ど
う
対

処
す
る
か
。

　

8
月
５
日
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
土
砂
流
失
、
崩
壊
等

に
よ
る
被
害
が
、
見
え
な
い

所
を
含
め
９
0
0
ヶ
所
を

越
え
て
い
る
。
特
に
中
山
間

地
の
土
砂
災
害
が
多
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
稲
作
を
あ
き

ら
め
耕
作
放
棄
地
が
増
え

る
懸
念
が
あ
る
。
耕
作
放
棄

地
が
増
え
、
農
家
が
減
る
こ

と
に
よ
り
、
過
疎
化
が
進
み

人
口
減
少
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
今
後
の
中
山

間
農
業
に
対
す
る
方
針
は
。

②
清
水
、
合
海
地
区
の
内
水
対

策
は
。

　

最
上
川
の
水
門
を
閉
め

た
為
、
今
ま
で
に
な
い
水
量

の
内
水
が
増
水
し
た
。
短
時

間
で
早
め
に
水
が
引
い
た

た
め
被
害
は
少
な
か
っ
た

が
、
水
門
を
閉
じ
た
状
態
が

長
引
け
ば
内
水
の
増
水
も

予
想
さ
れ
る
。
烏
川
向
か
い

『
清
水
合
海
』ま
ち
な
か
に
夢
を
２

村
長  

将
来
を
見
据
え
た
計
画
を

豪
雨
災
害
に
対
す
る
、

村
の
今
後
の
対
策
は

村
長  

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た

　
　

防
災
減
災
対
策
を
図
る

矢
口
　
　
智 

議
員

治
め
た
歴
史
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

創
業
4
0
0
有
余
年
の
歴
史
を

有
し
、
最
上
地
域
で
唯
一

の
造
り
酒
屋
も
。
そ
う
し

た
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

　

現
在
、
庁
舎
建
設
に
あ

た
っ
て
多
方
面
か
ら
検
討

を
行
っ
て
い
る
が
、
国
の

支
援
を
得
る
が
た
め
に
急

ぐ
よ
り
も
、
清
水
・
合
海

地
区
の
村
の
中
心
地
と
し

て
の
機
能
と
も
に
、
住
民

の
方
々
に
不
便
を
か
け
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
と
将
来
を
見
据
え
た

計
画
を
進
め
た
い
。



議会広報調査特別委員会　　　委 員 長　矢口　　智・副委員長　早坂　民奈・委　員　佐藤　　勝・委　員　佐藤　雅之

周知の徹底を確認（委託後納税者急増）

抜本的な対策に至らず

肘折地区の防災拠点施設

住民の意見を基に結論

議
会
報
告
会

議
会
報
告
会

議会 議員定数、人口比で多い

村事業 高齢化や一人世帯等人口減少著しい

村事業 肘折地区で建設中の防災センターとは

議会 議会定数、人口比で多い。住民の声聞いているか

議会 議会定数、議論を重ねた結果であれば納得

議会 議会の世代交代を図る必要を感じる

村事業 山間地域等農業機械導入事業に申請できるか

村事業 住宅分譲地望みたいが

村事業 ふるさと納税、一人当たりの最高額は

議会 災害時の対応が遅い。議会がもっと主導して対応すべき

議会 若い世代の挑戦を促す努力を議会でもっとやるべき

国・県 消雪道路の具合が悪い(バルブの交換を)

議会 地域間にこだわらず、村全体を考え問題解決を

村事業 村営バスの利便性向上を(土日の午前の便を増やして）

村事業 戸建ての村営住宅も増やすべき

議会 議会定数、人口比で多い

村事業 推進協議会の研修参加、若い世代ばかりでなく中心世代の参加も

議会 村に政策提言を行うなど、目に見える活動を

村事業 中山間地の農業をどうするかもっと考えるべき

村事業 肘折温泉誘客、地元産品の活用推進を

議会 議会定数、少ないと議論にならない恐れあり

村事業 災害に対する備えが重要、役場の書類は大丈夫か

議会 地区の連携に議員のリーダシップ発揮を望む

村事業 地域おこし協力隊、まだ来ない

村事業 いでゆ館誘客、雪ん子ホールの活用を考えるべき

議会 議会定数、少ないと執行部が強くなりすぎる恐れあり

国・県 Ｒ458号改良事業、二日町線掘割部が狭い

議会 予算執行に関わる議論を深めるべき

村事業 肘折温泉誘客、雪の活用をさらに

村事業 水力発電事業進めているが、アピール(説明)が足りない

議会 パソコン使いこなせている議員は何人いるのか

議会 棚田米の新品種の開発に議員が率先して運動を

村事業 棚田サミットを成功につなげるよう取り組んでほしい

村事業 棚田サミット等、村全体の関心が薄い

議会 冬場の来客者への対応として、新庄～肘折の中間地点に駐車スペースを要望

村事業 少子化で保育所の存続も難しい状況、今の対策で充分か

村事業 除雪支援の体制づくり必要。集落ごとに組織作れないか

広域 最上広域事務組合の事業、今後の課題は

村事業 水力発電事業、国道までの道路整備必要(大型バス行けるよう)

村事業 のぞみ大橋、冬期すべって危険

村事業 冬期除雪作業について、村と県の連携が悪い(肘折～大谷地間)

村事業 豪雨災害、木遠田スノーシェッド確認しているか

村事業 肘折温泉・新庄線にボンネットバスの復活キャンペーンを

村事業 共同浴場の再整備を考えてほしい

村事業 旧郵便局舎の存続、維持管理を考えてほしい

議会 地区で開催の各種行事に議員出席を望む

国・県 Ｒ458号湯の台地内の危険なカーブの改良を

思いは同じです

役場に直接問合せを願います

現在造成中

※100万円の納税者が二人（後日確認）

大いに反省しています

努力します

さらに努力します

その通りです

担当課と協議します

今後の検討課題とします

立場持ち場で頑張っています

担当課と協議します

充分に配慮します

充分に配慮します

担当課と協議します

さらに検討します

検討します

人口減少に見あった運営が今後の課題

担当課と協議します

担当課に要望します

担当課に検討を依頼

担当課に確認します

要望します

議会で検討します

議会で検討します

今後も配慮します

県に要望しています

肘折センター　12/3「７名参加」

南山交流センター　12/5「12名参加」

赤松センター　12/5「6名参加」

白須賀センター　12/７「9名参加」

中央公民館　12/７「5名参加」

味来館　12/3「７名参加」

意見・質問内容 意見・質問内容

意見・質問内容

意見・質問内容

意見・質問内容

意見・質問内容

回答・今後の対応 回答・今後の対応

回答・今後の対応

回答・今後の対応

回答・今後の対応

回答・今後の対応

担当課に伝えます

やります

努力します

充分に対応しています

担当課に確認します

担当課に確認します

棚田サミットを良い機会に

募集中ですが…

キャンペーン実施中、さらに検討します

担当課と協議します

担当課と協議します

担当課に伝えます

貴重なご意見 ありがとうございました。議会報告会

開催

大変お忙しい中にもかかわらず、
参加してくださった方々に
感謝申し上げます。　　議員一同

◎報告会に先立ち、昨年度から議会報告会で意見のあった「議員定数・報酬」の見直し意見について、次期改選は現行の体制を変えず、10名で行うことを報告しました。
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※開催地別に掲載しています。



村議会の紹介コーナー №14

―議会の改革・検討を終えて―
　4年前から、議員全員で議会のあり方や今後の方向性等について議論を重ねてきました。
　内部の改革も進めてきましたが、村民から意見が多い「議員定数・報酬」についても議論を重ね、
次期村議選は定数・報酬共に変えずに行うことにしました。

―これから ―
　国が進める議会の制度改革の進展、村の人口の大きな減少、来春の村議選の結果等も含め、
村議会も早い時期に大きな変化が訪れると予想しています。その次期議会で定数・報酬と併せ議
会全般のあり方を検討するとともに、村民に見える、魅力ある議会にするための努力を重ねること
を約束します。

―新たに挑戦する方々に―
　村民が元気で楽しく暮らしていけるように、夢中になって仕事に取り組む充実の毎日を送れるよう
に、子どもたちが夢に向かって挑戦できるように。
　　★目指す志(課題・目標)

　　★立候補の環境(家族・仕事)

　　★支援の輪(組織・人脈)

　村民生活の支えとなる議会に関心を持っていただき、
挑戦する方が続いてきてくれることを願っています。

平成～ 新しい時代へ

　

初
雪
が
降
っ
た
。

毎
年
の
事
だ
が
こ
れ
を
境
に
、
慌
た
だ
し
か
っ
た
農
作
業
や

後
片
付
け
も
終
り
、
ほ
ん
の
ひ
と
時
身
も
心
も
休
み
に
な
る
。

　

晴
れ
間
を
見
て
村
を
一
回
り
し
て
見
た
。

い
つ
も
初
雪
の
時
に
見
る
光
景
だ
が
、
山
間
部
は
５
寸
、
平

地
は
一
寸
と
違
い
に
驚
く
。

　

車
を
走
ら
せ
て
い
る
う
ち
ふ
と
気
が
つ
い
た
。

村
内
の
道
路
脇
や
高
台
に
は
、
赤
い
着
物
の
地
蔵
様
や
、
優

し
い
顔
を
し
て
手
に
斧
を
持
っ
た
山
の
神
様
、
旅
人
が
頼
っ
た

道
祖
神
や
水
神
様
、
赤
い
鳥
居
の
稲
荷
様
な
ど
、
半
分
雪
に

埋
も
り
寒
風
に
晒
さ
れ
な
が
ら
我
慢
強
く
立
っ
て
い
る
。

　

よ
く
見
る
と
、
全
部
で
は
な
い
が
御
供
え
物
が
見
え
な
い
。

昔
は
集
落
の
誰
と
は
言
わ
ず
道
を
通
る
度
、
少
し
の
物
で
も

御
供
え
を
し
手
を
合
わ
せ
て
い
る
光
景
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

御
供
え
物
も
厳
し
い
冬
を
耐
え
抜
く
鳥
や
獣
の
大
切
な
糧
と

な
る
。
盗
ら
れ
て
も
神
様
は
決
し
て
怒
ら
な
い
。
時
代
の
流
れ

と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
何
と
な
く
心
の
貧
し
さ
を
感
じ
た
。

　

道
の
脇
に
あ
っ
た
地
蔵
様
の
前
に
車
を
停
め
て
、
飲
み
か

け
の
物
で
申

し
訳
な
い
が

お
茶
を
供
え

て
合
掌
。

　

夏
の
間
は
ご

苦
労
さ
ん
。
春

ま
で
頑
張
れ
よ
。

と
声
を
か
け

な
が
ら
。

（
佐
藤　

勝 

記
）
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地蔵様と雪ホタル

後
書
き




